
 

11 Nocardia 属菌による黒毛和種子牛の胸部椎体膿瘍 
の一例 

県北家畜保健衛生所 

鈴田 史子・中村 一生 

                        中央家畜保健衛生所 

浦川 了・寺山 好美 

 

 

牛の椎体膿瘍は子牛に散発的にみられ、四肢

や後躯麻痺を呈する。原因菌としては、

Trueperella pyogenes、Actinomyces meyeri、

Fusobacteriumu necrophorum の分離報告があり
１，２）、肺炎等から血行性に感染すると考えられ

ている。今回、後躯麻痺を呈した子牛の胸部椎

体膿瘍から Nocardia属菌が分離された症例に遭

遇したので、概要を報告する。 

 

1 発生状況 

黒毛和種繁殖雌牛 100頭規模の農場において、

３か月齢の雌子牛１頭が、呼吸器症状、軽度の

背湾姿勢、頻尿を呈したため、抗生剤等により

加療されたが、第 10病日に元気・食欲消失、起

立困難となり、介助により起立するも歩様蹌踉、

両後肢ナックリング等の神経症状を呈した。抗

生剤、ステロイド製剤等にて継続治療されたが、

第 14病日に犬座姿勢にて後肢が過伸展し虚脱状

態となったため、予後不良と判断され、病性鑑

定に供された（表－１、写真－１）。 

 

 

 

２ 病性鑑定 

（１）剖検所見 

第１～第２胸椎椎体間に黄白色で粘調性の強

い膿瘍の形成が認められ、膿瘍は胸髄腹側硬膜

に接していた（写真－２、３）。また、同部位

の椎骨横断面にも膿瘍が認められた（写真－

２）。 

 

 



 

 

 

（２）病理組織学的検査 

１）材料及び方法：主要臓器、脊髄及び椎体農

用について常法に従い、HE 染色、グラム染色を

実施した。また、椎体膿瘍について抗 Nocardia 

asteroides 家 兎 血 清 、 抗 Fusobacteium 

necrophorum家兎血清、抗 Trueperella pyogenes

家兎血清を用いて免疫組織化学的検査を実施し

た。 

２）結果：組織所見では、第１～第２胸部脊髄

の硬膜外及び椎体に膿瘍が認められ、膿瘍を類

上皮細胞、リンパ球、形質細胞が取り囲み肉芽

腫様病変を形成していた（写真－４，５）。膿

瘍内部及び膿瘍を取り囲む類上皮細胞内にはグ

ラム陽性フィラメント状細菌が観察され（写真

－６）、これら病変部に一致して N． farcinica

と交差性のある抗 N. asteroides 家兎血清に対

する陽性反応が多数観察された（写真－７）。

その他の抗血清では明瞭な陽性反応は認められ

なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

膿瘍形成部位の脊髄神経白質では軸索の膨化

（写真－８）、同部位椎骨では、膿瘍の波及に

よる骨組織の破壊が認められた（写真－９）。

肺では肺胞腔に軽度の炎症細胞浸潤が認められ

た。 

 

 

 

 

（３）細菌学的検査 

１）材料及び方法：主要臓器及び椎体膿瘍につ

いて、DHL寒天培地（37℃、24時間、好気培養）

及び血液寒天培地（37℃、48 時間以上、好気及

び嫌気培養）を用いて培養した。分離菌はグラ

ム染色、抗酸菌染色（チール・ネルゼン染色）、

カタラーゼ、オキシダーゼ及びβ－ラクタマー

ゼ試験を実施した。菌種同定のため、分離株の

16SrRNA 遺伝子解析及び人の臨床分野で実施さ

れている薬剤感受性試験による簡易菌種鑑別３）

を実施した。 

 

 

２）結果：好気培養２日目に椎体膿瘍から血液

寒天培地上に黄白色の乾燥した皴状の微小コロ

ニーの発育が認められた。分離菌は、グラム染

色及び抗酸菌染色陽性の分岐する菌糸状形態を

示し、性状試験ではカタラーゼ及びβラクタマ

ーゼ陽性、オキシダーゼ陰性を示した（表－２）。

その他の臓器から病原細菌は分離されなかっ

た。 

 

 

16SrRNA遺伝子解析の結果を表－３に示した。

分離株は、N．farcinica に 100％一致したが、

一致率が 98.5％以上であればその菌種である可

能性がある。今回の解析では、一致率 98.5％以

上のものが N. farcinicaの他に５菌種あり、確

定に至らなかった。 

 

 

  

 

 

 



 

薬剤感受性試験による簡易菌種鑑別では、分

離株はイミペネムに感性、トブラマイシン、５-

フルオロウラシルに耐性を示したことから、N． 

farcinicaと判定された（表－４）。 

 

 

3 まとめ及び考察 

本症例は、Nocardia 属菌による胸椎の脊髄硬

膜外及び椎体膿瘍により脊髄が圧迫され、後躯

麻痺の症状を呈したと考えられた。 

本症例と既報１，２，４）の椎体膿瘍症例を表－５

に示した。品種に関係なく若齢牛に多く発生し、

膿瘍の形成部位は胸椎に多く、事例６を除き細

菌が分離されている。椎体以外に膿瘍を形成し、

椎体膿瘍と同じ細菌が分離されている事例は３

例、椎体以外に細菌が分離されていない事例が

３例であった。椎体膿瘍以外に細菌が分離され

ていない症例では、臨床所見等で呼吸器に異常

がみられる傾向にあった。本症例では、肺に軽

度の病変が認められ、肺が Nocardia属菌の侵入

部位となった可能性も考えられたが、肺から同

一細菌は分離されず、肺の組織所見でも菌体は

確認されなかったことから、感染経路の特定に

は至らなかった。 

一般的に Nocardia感染症は免疫力の低下した

動物に起きやすいが５）、本症例は出生時から既

往歴なく発育良好であった。また、肉眼的に胸

腺の低形成は認められず、胸腺の病理組織学的

検査も未実施であったため免疫能低下の要因は

不明であった。 

 

 

今回、椎体膿瘍から分離された Nocardia属菌

は、16SrRNA遺伝子解析では菌種の同定に至らな

かったが、病理組織学的検査及び薬剤感受性試

験による簡易菌種鑑別等から N. farcinicaが強

く疑われた。 

国内における牛の Nocardia感染症としては、

死産、敗血症、乳房炎のほか、肝臓や腸管での

肉芽腫形成の報告があり６，７，８，９）、このうち

N. farcinica 同定と同定された症例は死産と敗

血症の 2例のみである６，７）。国内では Nocardia

属菌による椎体膿瘍の報告は見当たらず、本症

例は、N. farcinica の関与が疑われた牛の椎体

膿瘍として稀な症例と思われた。 

 牛の Nocardia感染症はまだ症例が少ないこと

から、今後も類似症例の蓄積により、感染経路

や発症要因を明らかにしていく必要がある。 

稿を終えるにあたり、病理組織学的検査及び

細菌学的検査にご協力、ご助言いただいた国立

研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機

構 動物衛生研究部門 木村久美子先生、上野

勇一先生に深謝いたします。 
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